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2

も
び
ら

み
な
み
ま
ち

に
し
お
お
し
ま
し
ん
で
んかさおか

IC

ICIC

み
な
と
ま
ち

11



（令和5年3月末時点）
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道路諸元 道路構造位置図

説明図
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歩道 車道 歩道車道
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凡 例

対象区間 橋梁構造

調査中 主要渋滞箇所

高速道路 事故危険区間

一般国道 死亡事故発生箇所

主要地方道 市街地

一般都道府県道 工業地域

その他道路 市町村境界線

交通量 (H27全国道路・街路交通情勢調査)

車線数(2車線/4車線/6車線以上)

交通量台/日

（令和5年3月末時点）



車道 歩道歩道側道部 側道部

本線部
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（令和５年３月末時点）
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北長瀬高架橋下部工事
R5.6.11起工式開催予定



道路諸元 道路構造
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延長6.7km
平成27年度開通

位置図

延長1.5km延長1.7km

30

延長0.7km
【区間①】【区間②】【区間③】

説明図

令和６年度開通予定

平成19年度
開通

平成5～8年度
開通 17

令和4年度
開通



道路諸元

道路構造

位置図 説明図
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凡 例

対象区間

一般道

主要地方道

一般都道府県道

その他道路

H30.7豪雨浸水区域(外水)

H30.7豪雨浸水区域(内水)

建物

<作原西地区> <作原東地区>
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A-A（現況）
S = 1 : 1 0 0
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標準断面図
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拡幅
S = 1 : 1 0 0

A-A（計画）

標準断面図
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至 兵庫県
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【現況】 A－A
単位：mm

3500
【計画】 B－B
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法令点検に係る基準の体系

健全性の診断結果を、４段階に区分

道路法

政令

省令・告示

H25.9.2施行

・トンネルや橋などに損傷、腐食その他の異状であって、道路の

構造・交通に大きな支障を及ぼすおそれのあるものについて

定期点検を規定

・５年に１回、近接目視を基本として実施

・健全性の診断結果を、４段階に区分

定期点検要領

・維持、点検、措置を講ずることを規定

・構造物の特性に応じ、点検をするために参考とできる

主な変状の着目箇所、判定事例写真等をまとめたもの

H25.9.2施行

H26.7.1施行
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区分 状態

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ 予防保全段階 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ 早期措置段階 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態

Ⅳ 緊急措置段階 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

トンネル等の健全性の診断結果については、次の表に掲げるトンネル等の状態に応じ、次の表に掲げる区分に分類

（道路の維持又は修繕に関する技術的基準等）
点検は、知識及び技能を有する者が近接目視により、五年に一回の頻度で行うことを基本とする
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C ※

3,402 3,107
(91%)

1, 805
(53%)

295
(9%)

2,539 2,068
(81%)

1,533
(60%)

471
(19%)

62,694 40,611
(65%)

28,589
(46%)

22,083
(35%)

20,393 16,385
(80%)

11,168
(55%)

4,008
(20%)

42,301 24,226
(57%)

13,475
(41%)

18,075
(43%)

68,635 45,786(67%) 31,927(47%) 22,849(33%)

※

2014
2015
2016
2017
2018
2014
2015
2016
2017
2018
2014
2015
2016
2017
2018
2014
2015
2016
2017
2018
2014
2015
2016
2017
2018

2022.3

66
77
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※ 7 (2014 2020 ) Ⅳ
※ Ⅳ

※2022 3

55%
(491)

1%
(10)

11%
(103)

21%
(189)

11%
(103)33%

54%
(560)

1%
(10)

12%
(126)

20%
(209)

12%
(124)

2021年度
橋梁
1,029橋

32%

292 333
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■ 2021年度末時点の修繕等措置状況

管理者
(点検数)

措置が必要な
施設数

（Ⅲ・Ⅳ判定） 完了

国土交通省
（37,867） 3,857 470

(12%)

中国地整
（4,784） 326 31

(10%)

2021

１年間で判定区分Ⅲ・Ⅳの
橋梁は27橋増加

■ 中国地整の措置完了数推移イメージ
■ 措置完了の増加数（2018年度末～2021年度末）

（326 - 31 = 295）

管理者
(点検数)

措置が
必要な
施設数

措置に着手
済みの施設
数 うち完了

国土交通省
（36,910） 3,402 3,107

(91%)
1,805
(53%)

中国地整
（4,780） 262 259

(99%)
132
(50%)

617
(18%)

46
(18%)

３年間（2018年度末から2021年度末)で措置が完了した橋梁数は
132橋-46橋=86橋
１年あたり措置が完了する橋梁数は86÷3=29橋

■ 中国地整の累計増加数

中国地整の
措置必要橋梁数

措置が
必要な
施設数

措置
完了数

措置
未完了数

2018年時点 262 46 216

2021年時点 326 31 295

３年間での措置が必要な橋梁数の増加分 295-216=79橋
１年間あたりの平均 79÷3=27橋
年間29橋の措置がされているので
1年あたり約56橋増加している（29＋27＝56橋）

79
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事後保全型 予防保全型

（兆円/年）
予防保全の導入
によりコスト縮減

基準類の充実や
新技術導入等に
よるコスト縮減

基準類の充実・
新技術導入等

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
※

25

4

1
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13
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※ 2021
5
※ 2021 Ⅲ Ⅳ

Ⅲ Ⅳ
2021 10%
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※2021 1,410 2021
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L=430m
( ) L=303m

NATM

( )

MIMM

20 CCD
LED

( )

( )

従来技術より1， 600千円増額、 作業日数は、 ３日短縮
※打音検査が別途必要なるが、 交通規制は規制の短
縮と打音検査の絞り込みが可能
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